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ているので、2010 年 5 月に独自に実施した政治意識調査の実施概要について詳細な解説
を加えている。 
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無いことを明らかにしている。第 2 節では、民主化以降の第 13 代大統領選挙から第 15 代
大統領選挙までの「地域主義」の形態を詳細に分析することにより「地域主義」の実態を







 第 3 章は、国会議員選挙に表出した「地域主義」の実態を明らかにすることを意図して
いる。第 1 節では、権威主義政権時代に実施された全 12 回の国会議員総選挙の実態を把
握することを目的とし、第 2 節では、民主化以降に実施された第 13 代国会議員総選挙か
ら 2008 年 2 月 25 日に実施された第 18 代国会議員総選挙までの有権者の投票行動を分析
している。従来から、権威主義政権時代には与村野都の現象、民主化以降は「地域主義」
の現象という二元的な理解がなされてきている。しかし、本論文では選挙結果の分析を通
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